
川崎城跡公園再生市民会議規約
　（名称及び事務局）
第１条　この会議は、川崎城跡公園再生市民会議（以下「市民会議」という。）と称し、事務局を矢板市役所内に置く。
　（目的）
第２条  市民会議は市民ボランティアとして、川崎城跡公園を歴史の重みを持つ公園とし、市民に親しみやすく、多くの人が訪れる魅力ある公園にするために、行政と協力しつつ、市民主体による公園づくりを行うことを目的とする。
　（事業）
第３条  市民会議は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。
  ⑴  川崎城跡公園再生計画（以下「再生計画」という。）を策定すること。
  ⑵  再生計画に基づく整備を行うこと。
  ⑶  その他目的達成に必要な事業。
　（会員）
第４条 市民会議は、次に掲げる個人又は団体で第２条の目的及び第３条の事業に賛同するもの（以下「会員」という。）で組織する。
  ⑴  矢板市民又は矢板市内に通勤・通学している個人
  ⑵　矢板市内に活動拠点をもつ団体（法人格の有無を問わない。）
　（役員及びその職務）
第５条　市民会議に、次の役員を置く。
　⑴　会長　　
⑵　副会長　
⑶　会計　　

⑷　監事
⑸　理事　　

２　会長は、この市民会議を代表し、会務を総理する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長があらかじめ指定した副会長がその職務を代理する。
４　会計は、市民会議の会計事務を処理する。

５　監事は、市民会議の会計を監査する。
　（役員の選任）
第６条　会長、副会長及び監事は、会員の互選とし、総会において選任する。会計及び理事は会長の推挙による。
  （役員の任期）
第７条　役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。
２　欠員補充のため選任された者の任期は、前任者の残任期間とする。
　（総会）
第８条　総会は、毎年１回会長が招集し、その議長となる。
２　総会は次の事項を議決する。
　⑴　規約の制定及び改廃に関する事項
　⑵　事業計画及び事業報告に関する事項
　⑶　その他重要な事項

３  総会の議決は、出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は議長の　決するところによる。

　
（役員会）

第９条　市民会議の円滑な運営を図るため、役員会を置く。

２　役員会は、第５条で定める役員で構成する。

３　役員会は、会長が招集し、会議の議長となる。

４　市民会議の会長は、必要があると認めたときは、地域の代表者として、第４条で定める会員の中から、会長が指名する若干名を役員会に出席させることができる。
５　役員会は、総会に附議すべき事項及び事業執行等について協議する。

　（会計年度及び経費）
第１０条　市民会議の経費は、補助金及びその他の収入をもってあてる。
２　市民会議の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。
　（その他）
第１１条 この規約に定めるもののほか、市民会議に関し必要な事項は、別に定め　る。
　　　附  則
１　この規約は、平成１９年５月１７日から施行する。
２　初年度に限り、正副代表の任期及び事業年度は、設立の日から翌年３月３１日　までとする。
　　　附　則
　この規約は、平成２０年４月２５日から施行する。
附　則
　この規約は、平成２２年４月２４日から施行する。

附　則
　この規約は、平成３０年４月２７日から施行する。

